
質問１３ 自主防災活動で困っていることがあれば教えてください。

No 内容

1 「訓練実施の為の費用」「防災資機材の購入資金」の支出

2
過疎化・高齢化により区内のほとんどの住民が何らかの自主防災の構成員になっている。

なので担い手不足で負担が大きい。災害時高齢者が多いために機能しないと思われる。

3
・自主防災の必要性をどうやって実感させるか

・これまで大きな災害がないため必要性を感じていない

4

近年の災害の態様が大きく変化しており、加えて新型ウィルス感染症の拡がりなどにより、対応が

難しくなってきている。そうした中にあって、現状の各種役割分担した職業的組織モデルの自主防

災組織については、高齢化も進む中、実際の災害時には機能不全に陥ることが懸念される。

5

自主防災組織として到達する目標(ここまで出来れば)が定まっていない為、活動にメリハリが出

ず、役員・会員ともに達成感がなくマンネリから活動低下するかも。

目標が無い！目標設定が難しい。

6
仕事や生活を抱えての活動となるので、リーダーの予行演習などを行おうとする際に、なかなか全

員がそろうことができない。

7
自主防災組織のメンバーが、毎年交替(複数年在籍することもあるが)するため、専門的な組織と

なっていない。また、地区住民が高齢であるため、防災組織の編成、活動等が出来ない。

8
防災意識の向上に取り組んでいるが、あまり必要性を感じていない人もいる。(想定される災害に

対しての意識が低いように思われる)

9 定年の延⾧により高齢まで勤務しており、防災活動を願うも高齢者で自分自身で一杯である。

10 高齢の為、人が集まらない

11

今年はコロナ感染症拡大対策で会議等にも3蜜を防ぐ意味で実際の活動ができない。

また何かをするにもコロナ感染症を恐れ、活動に対しても否定的にみる(防災よりもコロナ)人も多

く、何も出来ない様な気がする。

12
消化訓練は出席者も多く継続出来ていると思う。この様に区全体で出来る何かもうひとつを探して

います。

13

・高齢者が多く、災害によっては救助どころではないかもしれない。

・各戸の住人がその家のどこで眠っているかの把握はほぼできているが、いざの時はとにかく自分

自身が各々安全なところに避難することを第一のこととしてもらっているので、訓練をするとすれ

ば、具体的にどうすればいいのかと悩む。

14 新旧住民の交わりが少ない。

15
委員任期が1年(区役員とほとんど兼務)なので、引継ぎ等問題がある。しかし防災委員を別の人間

で選出出来るだけの人材がいない。

16 平日災害が起きた時に、高齢者の世帯が殆どなので、対応がスムーズに行くか不安である。

17

・参加人員が年々少ない

・訓練内容が変わらない。参加者不満の声有り。

・人集めの方法。なにか良い方法。
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質問１３ 自主防災活動で困っていることがあれば教えてください。

No 内容

18 「避難する所がない」人口に比べて避難所の収容人数は極わずか。何処に事前避難させるのか？

19

一番は高齢者が多く、自主防災に対する意識向上があまりにも少なさすぎる。最近、熊本県をはじ

め水害による災害が多発し、これは大変だと思っている人もいると思いますが…。今後一人一人の

災害に対する意識向上を期待しております。

20

・自主防災組織の役員は自治会の役員が兼務で行うことになっているが、いづれも任期が1年であ

り防災機器の扱いに慣れない人が多く、機器の点検もやや困難となっている。

・防災訓練の実施に際し、その規模別のマニュアルが欲しい。

21 高齢化になっている。若者が少ない。

22

自治会の自主防災会の現状

1.自主防災会の役員は一年任期。又年齢も高齢者です。

2.自主防災会の会員は、自治会会員で構成されています。自治会に入っていない軒数も多く、名前

もわからない、この様な状態ですのでどのようにすれば良いかわからない。

23

人口の多い地域で、自主防災会で食料の備蓄見直しをしているが人口の20分の1の3食分しかな

い。賞味期限があるのでそれ以上は難しい。

市の備蓄食料場所をもう少し増やすべきだと思います。

24
高齢者が多く活動が困難になってきている。若い世代の人はあまり関心が内容である。役員の任期

が1年なので要領を得ないまま終わってしまう。

25
災害時要配慮者について区⾧・班⾧さんとは情報は共有していますが、余裕のない時に手が回らな

いことになるのが少し心配です。

26 超高齢独り暮らしの方が多いので集団活動は難しい

27
自主防災活動は必要だと解っていても、この活動に参加する人が少ない。どの様にすれば活動に参

加する人が一人でも多くなるか。

28
・ほとんど活動が行われていない点。(自主防災会会⾧としての反省もあり)

・防災訓練のメニューとサポートを知りたい。

29
・組織の高齢化

・リーダー不足

30 自助・共助の必要性の理解が乏しい

31 組織の高齢化

32

・役員の単年度(1年毎での)の交替となるとどうしても継続的な活動とはなっていかない面が出て

くる。

・役員でありながら防災倉庫がどこで何を所有しているのかさえ分かっていない。自らの不勉強さ

も感じるところである。そして行政としても連続性をもてるような工夫や告知を是非ともお願いし

たい。

33 住民の意識が低い。危機感がなく防災に対しての知識もない。

34 訓練だけで満足し、本来行うべき隣近所と密着した共助の意識が十分伝わっていません。
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質問１３ 自主防災活動で困っていることがあれば教えてください。

No 内容

35
世帯数が少なく、離れているので道が不便です。特にう回路がないので現在の道を大切に整備して

1年に2回は草刈り道そうじをして居ります。

36 実際の災害時を考えると不安

37

市と地区の距離感に不安を感じます。ぜひ危機管理室等職員を各地区担当者に指定していただき、

真に自立できるコンパクトな地区に見合った組織の見直しや訓練方法を指導・提言をお願いした

い。

38
連絡方法

マイクで全戸へ放送できたら風雨の中、今の放送施設より近い場所から出来るようにしたい。

39 防災意識の向上

40 住民が高齢の為、参加が困難

41

〇〇警報が発令されて、会員はどんな行動をすれば良いのか？「自主的に活動を始める・・」だけ

では「指示」はどこからも来ない！

詳しく明文化すれば誰も委員・役員になってもらえない。

42
過去大きな災害は少なく、区民の防災に対する関心は個人的には高いと思われるが、全体的に防災

意識を高めようとする機運が高まって来ない。

43 常連の参加者も高齢化で参加出来なくなってきている。

44

1.区民全体的に自主防災、研修会等への参加意識が低いと思われる。

2.青年層の参加が減少傾向にある。

3.緊急避難場所まで遠くの方がおられ、高齢者、要介護者が増える中、車いす、担架等の備品が不

足している。

45

住民参加が進まない。

いつも同じ人が参加する。

訓練計画の作成や実施についてのノウハウが無い。

46

引き継ぎが無く、自治会役員が兼任で、任期1年

活動内容や担当の不備

実際の災害時の避難が出来るか

47 災害発生時に自主防災役員に災害救助を要請していいのか？
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質問１４ 今後取り組みが必要だと思われる活動をお教え下さい。

No 内容

1 自主防災組織の確立(規約の改正／防災計画の作成／防災訓練の実施／防災資機材の備蓄)

2 避難所までの距離が遠いので移動手段など土砂災害が心配されるので移動困難になる

3

・自主防災の必要性を認識させる活動

・自分の命は自分で守るという意識を持たせる。

・自分の命を守るためのスキルアップ

4

①"自助"を基本とした早期避難訓練が必要と考えている。

②地域全体での組織的活動でなく、もっと身近な所で助け合いがスムーズにできるよう、班単位程

度の活動が有効と考えている。(組織の見直しが必要かも)

5
自主防災組織間の連携。

他組織の活動を見せていただき、自組織の活動に活かしたい。

6 行政(市)がもっと協賛すべきだと思う

7
危機管理室より頂いた災害時要配慮者登録制度の案内よりの［主な事前対策］のアンケート調査を

行いたい。

8
地区住民を対象とした防災啓発活動。(個人でできる防災活動(準備)→住民全員を対象とした避難

訓練等は実質的に不可であるため)

9 高齢者が多いため、避難の手伝い。

10 役所は一時期が過ぎれば、地区･住民に丸投げになる為、マンネリ化すると思う。

11 アンケートにあげられた防災訓練すべて

12

南海トラフ、最近のゲリラ豪雨、台風と地震以外にも異常気象での多くの災害が、毎年日本全国に

ある以上、一人ひとりの防災意識と活動が重要である。

①年1回の避難訓練

②水・食料の備蓄の啓蒙(個人での備蓄目標があれば、その何%を防災委員会で確保するか明確に

なる)

③市、警察、消防との関わり方(本来自主防災会の目的)

13
啓発です。新型コロナも災害ですね。防災と云えば土砂災害しか頭に浮かばなくて防災も変わって

きてますね。どのように知識を得れば良いのか他の区の取組み等紹介して欲しい。

14 任期が1年という事もあり、どういう活動をしていいのか分からないところがあります。

15
特に高齢化が進んでいる。又、若者は土･日と夜しか自宅にいないため、地域の状況をわかってい

ない。よって、若い住民が参加できる取り組みを考えたい。

16 災害状況(地震or水害or山崩れの発生場所)を見て、臨機応変に対応できる実効性のある組織作り。

17
昨今は、梅雨末期による線状降水帯による大雨被害が増加していますが、当地区も急傾斜地が多い

ので、土砂崩れの意識を強くもつように啓発して行きたい。

18
・一人で生活している人の対応

・老人家庭の対応(防災無線がきこえない=耳が遠い)

19
まず、普段から安否確認を含めた町内会での声掛けをする必要があるのではと思っております。心

を開いたお互いの会話から何かが今後出来そうな気がします。
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質問１４ 今後取り組みが必要だと思われる活動をお教え下さい。

No 内容

20

1)防災マニュアルを変更し、避難所運営、初動期の運営を自主防災会が行う事にした。誰が、い

つ、何を行うのか明確にする。

2)従来の防災訓練は消化訓練を中心に、参加者が皆同じ訓練を受けていた。今後は少人数毎に、よ

り専門性の高い訓練を行う。

3)第一次避難･誘導･救助活動の重要性の認識と効果的な訓練を求める。

4)感染症発生時の避難所運営・対策

21 避難所運営について

22 若い世代への啓発が必要と思う。

23
住民の高齢化が進み、最近は大きな災害はありませんが、今後発生した時の救助方法を確立する必

要あり。

24
身近で危険な場所を把握して一人一人が危機感を持ちながら行動することが出来る様な地域になれ

たらと思います。

25 先ず防災倉庫を保有したい

26
・自主防衛の強化

・家事火元の注意力を常に持たせる

27 高齢化が進む中、若者をどの様にして、その活動に参加してもらうか。

28 防災訓練の定例化(区の行事に合せて実施したい)

29 拠点避難所での実質訓練

30 災害時、自分達の地域をどの様に守るのか、協力していくのかの検討

31 消防以外での訓練も必要となってこようかなと思います。

32 近所つき合いをするべきである。区民にならない人が増えている。

33 避難所運営訓練

34 住民の皆さんが自ら考えて行動出来るようになる啓蒙活動。

35 市や消防団、消防との連携

36 いつどこで起こるかわからないのでチームワークが絶対必要

37 避難誘導訓練

38 道路が崩壊して徒歩で避難する場合の方法

39 区民に防災に対する関心を持ってもらうため消化訓練等を実施していきたい。

40
・トイレ問題（凝固剤）

・備蓄食品

41

1.有事を想定した実践避難訓練。

2.地域住民の健康状態の把握。コミュニケーション作り(相互扶助)。避難方法、手段の確認。

3.台風、自身等自然災害から防災・減災対策(定期的な区内の水路、消火栓等の点検、行政と一体

となった堆積土砂の除去、道路・地盤の確認)

42 地震や土砂災害においての初期の人命救助

43 防災訓練の実施へ向けての研修会等への参加
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質問１４ 今後取り組みが必要だと思われる活動をお教え下さい。

No 内容

44
各家庭から災害を想定しての避難場所へ移動。移動が可能か？

防災用品の有無。避難後の活動など。
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※その他、防災活動を行うにあたって相談したいことなどがあれば

No 内容

1 若い人がいなくなっていくので計画できない。

2 風水害時の要支援者の避難については、可能な限り"公助”による支援を願いたい。

3 役員のスキルアップ、各組織内で行うことができる研修資料があれば活用したい。

4 行政(市)がこの様な活動を軽視しているのではないかと思われる

5 小組織で自主防災活動の活発な団体の案内をお願いしたい。

6
任期は2年で、任期が終われば組織は解散です。継続しないので盛り上がらない。危機管理室は

もっと先導して欲しい。

7
7月の梅雨時は各地で水害が多く起こりました。台風の季節でもあり、特に水害に対して気をつけ

ていきたいと思います。

8

感じていることは、防災委員として連携した訓練は行っていません。皆さんがそれぞれ仕事をもっ

ていますので仕方ありませんが、今後、予算、時間があれば個別訓練でもいいので何らかの訓練を

実施したいと考えています。もし、何か参考になる訓練があればご教授お願いします。

一番危惧しているところは、やはり地震災害です。有事の際、区民全員が市の指定する避難所に避

難することはありませんが、避難した場合の避難所運営が全く今の私には見えないのが現状です。

他の自主防災会と交流はありませんし、学校の防災倉庫に何が収容されているのかも全く把握でき

ていません。今後、御時間がございましたら現状における市の避難所開設等におけるお話をお聞か

せください。

9

質問10にあります防災資機材等についてですが、各種類によって市からの助成(補助率)は異なるの

でしょうか。又、自主防災会員数に応じて助成が異なりますか？申し訳ありませんが、その件につ

いて具体的に周知していただきますようよろしくお願い申し上げます。

10
水害時の避難所が遠すぎるので、2階家の所に避難する様、周知とお願いしているが心配してい

る。

11

自主防災の必要性はだれもが解っていると思いますが、自ら進んで活動しようとする人は少ないと

思います。例えば行政側がもっと積極的に各地区に対し、行動を起こせば変化が出てくるかも。

どちらにしても、この地区は防災意識は低いです。

12

自主防災会の組織が有事の時に実際に機能するのだろうか不安である。有事の時、役員等が仕事場

でいてるなどどうなるのだろう。また有事の時、自主防災会はどのような役割を果たせばよいの

か、市とどのような連携をとれば良いかわかっていない。役員が1年交代になっているので引き継

ぎされていないのかもしれませんが・・・。

13 危機管理室と連携を取り、どの様な動きが望ましいか検討する必要がある。

14 いざというときに結び付く防災活動のノウハウを多様に知りたい。

15
今はコロナのほうへの注意と熱中症への注意があるので、避難場所へ大勢入れないと思う。分散の

仕方が心配です。食事のこともあります。

16
コロナ禍の中、3蜜を避け、少数精鋭で防災訓練を実施しようと考えています。日が近づいてきた

らまた相談しますのでよろしく。
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※その他、防災活動を行うにあたって相談したいことなどがあれば

No 内容

17 予想できない流行病が発症した時の避難等防災活動は

18 当自主防災研修会における他自治会で参加となる研修内容の事例の提供。

19 防災士さんを迎え研修会等を行って行きたい。

20 地域内の連携をどう行うか？

21 災害発生時、救助活動でケガをした場合、補償はどうなるのか？各地区で保険の備えが必要か？
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